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「ワードプレスの各設定の説明書」 

 

ワードプレスの各種設定の方法、意味をまとめました。 

賢威 7テンプレートの管理画面を使って解説しています。(cocoonに無い機能もあります) 

 

ワードプレスの運営にお使いください。 

※ダッシュボードの順番に解説していないので、目次を見ながら必要な情報をご覧くださ

い。 

 

この「ワードプレスの各設定の説明書」の著作権は、全てベルメンエアにあります。 
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賢威の設定→賢威の設定 

ここでは、賢威テンプレートの独自設定を行います。 

ここでは「サイト内共通」の項目を設定します。 

 

サイトのタイトル 

ブログのタイトルを入力します。 

例：賢威テンプレートの見本ブログ 

 

サイトの簡単な説明 

このブログの簡単な説明を入力します。 

メタディスクリプションなどに使用します。とは、 

ここに表示される文章をここで入力します。 
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約 120～130文字くらいと言われています。 

ブログのキーワードを盛り込んで書くと良いと思います。 

 

例：このブログは賢威テンプレートのカスタマイズ方法をまとめたブログです。 

アドセンスにはワードプレスがよく、たくさんのテンプレートが存在します。 

その中でも、賢威テンプレートが特に使いやすいです。 

しかし、初心者の方にはカスタマイズが難しいので簡単に分かるように解説していきま

す。 

 

 

 

 

ロゴ画像 

ブログのトップページを「文字のタイトル」にするか、「画像のタイトル」にするか２つ選

べます。 

 

「文字のタイトル」 
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「画像のタイトル」 

 

 

ロゴ画像を使えば、おしゃれなブログになります。 

無しでも構いません。空欄にすれば、表示されません。 

 

レスポンシブル WEBデザイン 

賢威テンプレートは、スマホにも対応しています。 

パソコン用に作った WPブログを、スマホでも見やすく変換してくれる機能がレスポンシブ

ル WEBデザインです。今は、スマホからのアクセスが多いので、ここは、チェックせず、 

無効にはしません。 
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サイトの基本レイアウト 

賢威テンプレートのブログのレイアウトが選択できます。 

賢威テンプレートは賢威 7から３カラムがありません。 

 

メタキーワード・メタディスクリプションの表示 

メタキーワード・メタディスクリプションは、記事を書く時に、 

それぞれ入力して、検索ロボットにアピールします。 

「表示しない」にしてしまうのは、 

「All in One SEO Pack」プラグインなどを使い、 

別で設定する時です。 

 

賢威の機能をそのまま使うのであれば、「チェックしない」です。 

 

サイト共通のメタキーワード 

全ての個別記事で適用されるキーワードを設定します。 

特化型ブログで、共通のキーワードがあれば、記入します。 

集合型ブログ、ごちゃまぜブログは、空欄です。個別記事で別に入力します。 
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下層ページのタイトルでのサイト名の表示 
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表示させる、表示させない、どちらがいいのかというと、 

正直、表示しても、表示しなくても、検索エンジンに影響はないかな・・・。 

と思っています。 

 

また、見た目の問題で、表示しないほうがすっきり見えるので、 

表示しない方が多いと思います。 

 

私は、ブログ名、サイト名にもよりますが、 

 

特化型ブログには、表示する。 

集合型ブログには、表示しない。 

 

この基準が良いと思います。（参考にしてみてください） 
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投稿ごとの PV 数（ページ閲覧数）の表示 

 

PV 数を、表示する、表示しない、は好きな方で良いと思います。 

個人的には、PV が上がっていくと、モチベ―ジョンも上がるので表示しています（笑） 
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賢威による rel=”canonical”の設定 

「メタキーワード・メタディスクリプションの表示」と同じで、 

「All in One SEO Pack」プラグイン等を使われる方は、 

無効にします。しかし、せっかく賢威を使うのならば、「All in One SEO Pack」を使わず

に、賢威の機能を使うことを強くおすすめします。 

 

以前、私は「All in One SEO Pack」プラグインを導入して、使っていましたが、 

賢威テンプレートにも、「All in One SEO Pack」の機能と同じものが最初からあることに

気づき、今は、「All in One SEO Pack」は使っていません。 

 

サブコンテンツエリアの表示 
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投稿ごとの目次を自動で生成する 

賢威には、記事の目次を自動で作ってくれる機能があります。 

 

ここで、目次を生成するにすると、すべての記事に目次が作られます。 

また、各記事でも編集で目次を作る、作らないを選ぶことが出来ます。 

 

ランディングページ ディレクトリ名 

賢威の新しい機能で、独立した１カラムのページを作成できます。 

LP ページと言えば、物販の販売ページ、情報商材の販売ページなどです。 

 

今までは、固定ページを１カラムとして LPページを作っていましたが、 

新しい機能は、最初から１カラムで、しかも、フルスクリーン（ヘッダー画像）に対応し

ています。 

 

そのフルスクリーンの画像に、キャッチコピー、サブキャッチコピーを編集できます。 

「キャッチコピー」はｈ１要素になります。 

 

ランディングページが今までより簡単に作れるようになります。 
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ランディングページはブログのトップページにはなりません。 

 

</head> 直前に挿入するコード記入欄 

賢威テンプレート（大体のテンプレートにも）には、直接 HTMLを編集してコードを挿入し

なくても、Google アナリティクスの解析タグや SearchCosole の確認タグを挿入すること

が出来ます。それが、ここです。 

 

またよくある質問に、 

「このコード記入欄に Google アナリティクスの解析タグを入れています。アドセンスコー

ドも同じ<head>～</head> 入れなければなりません。この空欄には、１つのコードしか入

りませんか？」と言われることがよくあります。 

 

この空欄には、２つ、３つのコードを挿入することが可能です。 
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例えば、この空欄に、 

 

<アドセンスコード> 

（個人的に１行開けている（笑）） 

<Google アナリティクスの解析タグ> 

 

と２つのコードを入れることが出来ます。 

 

ちゃんと、機能します（笑）ただ、私は、意味は無いかもしれませんが、 

気分的に、コードとコードには１行開けています（笑）関係ないと思いますが（笑） 

 

<body> 直後に挿入するコード記入欄 

Facebook のウィジェット関連のタグなど<body>直後にコードを入力する時に使います。 

ただ、アドセンス審査に合格するまでは、Facebook 連動は止めておいて、 

合格したら、連動させることを個人的にすすめています。 

 

</body> 直前に挿入するコード記入欄像 

各種 JavaScriptのスクリプトやアクセス解析タグなど</body>直前にコードを入力する時

に使います。 

 

変更を保存 

意外と忘れてしまうのが、最後に「変更を保存」することです。 

毎回クリックしましょう。 
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賢威の設定→トップページ 

 

トップページは、ブログの１ページ目（トップ）の事です。 

一般的に URLは、https://ドメイン.com/になります。 

 

トップページは、ブログの顔です。 

皆さんのセンスが輝くページでもあります。 

 

しかし、トップページは無くてもかまわなく、 

設定→表示設定でトップページを「最新の記事」にしても良く、 

「見せたい固定ページ」にするか、そして、記事は何記事表示させるのか、 

選択することが出来ます。 

設定→表示設定 

 

 

 

  

https://ドメイン.com/
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トップページのイメージ 

 

WP ブログはデフォルトでは、トップページは「最新の投稿」になっています。 

設定→表示設定 

 

個別記事にアクセスがあり、ブログ訪問者の方が、 

ブログを気に入ってくれて、どんなブログなのかもっと知りたい！ 

と思った時に、大体の方は、グローバルメニュー、カテゴリ、人気記事、そして、ホーム

（トップページ）を見に行きます。 

 

その時に、トップページに、ブログの説明、記事の一覧、見せたい画像、 

お知らせなどを表示しておけば、ブログをもっとアピールできます。 

 

しかし、トップページを作るか、作らないかは、どちらでもよいので、 

アドセンスブログの場合は、トップページを「最新の投稿」にしておけば良いと思いま

す。 

ブログ運営に慣れてきたら、トップページを別に作っても良いと思います。 
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トップページのレイアウト 

トップページは、ブログで設定したカラムとは違うカラムで作ることが出来ます。 

「共通設定を適用」にすると、ブログと同じカラムになります。 

 

トップページのタイトル 

先に設定したブログのタイトルから、 

トップページの<title>～</title>タグに入るテキストを変えたい時に入力します。 

また、ブラウザのタブに表示され、検索結果に表示されます。 
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ここで変更します。

 

ブログのタイトルの表示は変わらないです。 

 

ブログタイトルの<h1>はブログページ上で表示されます。 

 

<title>は検索結果、ブラウザのタブに表示されます。 

 

トップページのタイトルは、ブログのタイトルと同じでもかまいません。 
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メイン画像 

トップページのメイン画像をここで設定します。 
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20 

 

メイン画像→メイン画像 

ここでトップページのメイン画像を選択できます。 

直接 URLを入力できます。また、「画像を設定する」をクリックすると、 

WP ブログのメディアのライブラリ（画像の収納場所）にアクセスできます。 

 

トップページに、メイン画像を表示させない時には、 

空欄にします。 

 

メイン画像をウインドウ（ブラウザ）幅で表示 

メイン画像を、ブログのコンテンツ幅で表示するか、ウインドウ（ブラウザ）幅で表示す

るか選べます。 
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メイン画像の表示タイプ 

「タグとして表示する」か「背景画像として表示する」の選択ができます。 

 

「タグとして表示する」 

メイン画像を１つの画像として表示して、 

代替テキスト「<img src="メイン画像 URL" alt="ここにはキーワードが入る" />」を 

設定できます。 

 

代替テキストは HTMLで、alt="ここにはキーワードが入る" と作られます。 

 

画像をそのまま掲載すると、ただの画像とみなされますが、 

HTML で、alt="アドセンス審査"と代替テキストを追加すると、 

この画像に「アドセンス審査」というキーワードを付けることが出来ます。 

 

例えば、ヤフー、グーグルの検索で「アドセンス審査」と「画像検索」をした時に、 

HTML で、alt="アドセンス審査"と代替テキストを追加した画像が表示されることがありま

す。 

 

また、ブログの個別記事で、タイトル、見出し、記事内に「キーワード」を入れて、 

上位表示を狙いますが、その時に、掲載している画像にも「キーワード」を付け加えるこ

とが出来ます。SEO的に有利かな。と私は考えています。 
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「背景画像として表示する」 

メイン画像を、ブログのトップページの背景の画像として表示することが出来ます。 

背景画像にすることによって、背景画像に「キャッチコピー」「サブキャチコピー」「メイ

ン画像の自由記述欄（HTML で自由に編集ができる）」を表示させることが出来ます。 

 

メイン画像は画像だけでもインパクトはありますが、 

伝えたいことや、文字で表示したい時に、画像を編集して表示しなくても、 

ここで、画像上に文字を表示させることが出来る便利な機能です。 

 

ただ、メイン画像を「背景画像として表示する」としている場合に有効な機能です。 

 

 

メイン画像の代替テキスト 

メイン画像を「タグとして表示する」としたときに、入力できます。 

一般的には、「キーワード」を入力します。 

 

メイン画像のキャッチコピー 

メイン画像を「タグとして表示する」としたときに、入力できます。 
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表示場所は、メイン画像の上部くらいで太文字です。 

メイン画像のサブキャッチコピー 

メイン画像を「タグとして表示する」としたときに、入力できます。 

表示場所は、メイン画像の下部くらいで中文字です。 

 

メイン画像の自由記述欄 

メイン画像を「タグとして表示する」としたときに、入力できます。 

「キャッチコピー」「サブキャチコピー」を使わずに、 

HTML 編集を使い、自由に掲載することが可能ですが、 

HTML の知識が必要になります。 

 

「メイン画像の表示タイプ」を「背景画像として表示する」を選択されている場合の 

メイン画像のキャッチコピー 

メイン画像のサブキャッチコピー 

それぞれの表示される位置（メイン画像の自由記述欄はどこでも表示させることが出来ま

すが HTMLの知識が必要です） 
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メイン画像エリアの背景色 

「メイン画像の表示タイプ」を「背景画像として表示する」を選択して、 

背景画像がない場合だけ背景の色が変更できます。記述は色のコードを入力します。 

例：赤#ff0000 

 

 

色のコードは、ここにカーソルを持っていきクリックすれば、 

自動的に出てきます。デフォルトの「#ffffff」は白色のコードです。 
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グローバルメニューの表示 

トップページにグローバルメニューを表示させる、させないを選択できます。 

グローバルメニューは、ブログを訪問した方に、ブログを見やすくするメニューです。 
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サブコンテンツ（サイドバー）エリアの表示 

トップページを１カラムにした時に、サイドバー、ウィジェットを表示させるか、しない

かを選択できます。 

アドセンスブログで、トップページを１カラムにした時には、 

他の記事も読んでもらいたいので、「表示する」にしたほうが良いです。 

 

最新情報 

トップページに、最新情報として、「最近の投稿記事、新しい記事」を表示させたい時に、

選択します。 
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また、トップページに表示したくないカテゴリーがある時には、ブログのカテゴリーIDを

使い入力して、表示させない、除外することができます。 

 

 

2 ページ目以降のインデックス 

トップページの２ページ目をインデックス（検索エンジンに検索させるために登録する） 

したくない時に使います。しかし、特に理由が無い限り、アドセンスブログの運営では、

基本は、インデックスさせますので、「インデックスさせる」を選択しますので、チェック

しません。 

 

変更を保存 

最後に「変更を保存」をクリックします。 
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「賢威の設定」→「一覧ページ」 

 

賢威は初期設定（デフォルト、最初からの設定）は、以下の設定になっています。 

カテゴリーページ Index 

タグページ Index 

年月日ページ noindex 

投稿者ページ noindex 

検索結果ページ noindex 
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各一覧ページは、それぞれ個別記事と繋がっています。 

 

ここで、index、noindex どちらが良いのか？悩まれると思います。 

「各一覧ページ」の存在が、検索エンジンから、「意味のないコンテンツ、価値の無いペー

ジ」とみなされている恐れがあるのではないか？ということです。 

 

ただ、indexさせるのが正解で、noindexは不正解と決められるほど、簡単な問題ではな

く、どちらが正解かは、分かっていません。個人の考え方によると思います。 

 

様々な意見がありますが、賢威のマニュアルには、 

「使い方が分からなければ、初期設定のまま（賢威の最初の設定）が良い」と書かれてい

ます。 

 

 

私のおすすめは、賢威の最初の設定ですが、「すべて noindex」でもよいです。 
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レイアウトは「共通設定を適用」が良いと思います。 

最後は「変更を保存」をクリックします。 

「賢威の設定」→「SNSの設定」 

 

ブログに facebook、ツイッターを連動したいときに設定します。 

アドセンス審査に合格するまでは、個人的に、「ブログと SNSの連動はしないほうがよい」

とお伝えしています。SNS を連動していてもアドセンス審査に合格している方はいます

が、私は、合格してから SNS連動をすすめています。 

 

理由はいろいろありますが、１つに、アドセンスには、「使ってはいけないワード、言葉、

表現」があると言われています。例えば「死、殺す」などの酷い表現。また、罵倒するよ

うな表現は、良くないと言われています。 

 

SNS を連動していると、そのような表現が仮に、自分ではなくても、投稿されていた時

に、アドセンス審査に不利になるのでは？というのが私の考えです。 

考え過ぎかもしれませんが、最近のアドセンス審査は難しいので、少しでも、不安要素は

排除して、合格するまでは、SNS連動は我慢しましょう。 
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「賢威の設定」→「フッター」 

 

フッターとは、ブログの一番下の部分を言います。 

この場所には、アドセンス広告を設定したり、ブログ管理者の情報を掲載したり、 

自由に編集できます。 

フッターには、グローバルメニューと同じ機能の、フッターメニューを設置することが出

来ます。フッターメニューを設定するのは、「外観」→「メニュー」から設定できます。 
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「設定」→「一般設定」 
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サイトのタイトル 

サイトタイトルは、ブログのタイトルです。 

「賢威の設定」のサイトタイトルと同じです。 

 

キャッチフレーズ 

「賢威の設定」の「サイトの簡単な説明」と同じです。 

 

WordPress アドレス (URL) 

サイトアドレス (URL) 

この２つは基本同じになります。 

 

WordPress アドレス (URL)は、WPがインストールされているアドレス URL を示していま

す。特にここのアドレスを変更してしまうと、ブログにアクセス出来なくなります。 

 

サイトアドレス (URL)は、ブログのアドレス URL を表しています。 

 

http://ドメイン.comと表示されていますが、サーバーで SSL化しているので、 

https://ドメイ.com/ 「ｓ」を追加してください。 

 

メールアドレス 

ブログのメールアドレスになります。変更も可能です。 

 

メンバーシップ 

メンバーシップにチェックしてしまうと、あなた以外の方でも、新規ユーザーを追加でき

てしまいます。なので、個人ブログなので、ここはチェックしないほうが良いです。 

 

新規ユーザーのデフォルト権限グループ 

ワードプレスは、個人のアドセンスブログを１人で使う他に、例えば、会社の公式なブロ

グを、多数で運営していくこともできます。 

 

個人ブログの運営の場合は、「購読者」を選択します。 

http://ドメイン.com/
https://ドメイ.com/
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（ブログ運営者のあなた以外は、「みんな購読者＝記事を見るだけですよ」という意味で

す） 

 

 

管理者：あなたの事です。このブログのすべての操作が可能です。 

編集者：テーマの編集、プラグイン等は編集できないが、あとはできる。 

投稿者：個別記事の投稿、編集ができます。 

寄稿者：個別記事の、投稿する前の段階までは可能です。 

購読者：ブログを見るだけ 

 

個人ブログを運営していくのであればこの機能は不要です。 

 

サイトの言語 

日本にいれば、日本語です。 

 

タイムゾーン 

日本にいれば、東京です。 

 

日付のフォーマット 

好きな日付の表示を選べます。 

 

時刻フォーマット 

好きな時刻の表示を選びます。 

 

週の始まり 

一般的には「月曜日」です。 
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「設定」→「投稿設定」 
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投稿用カテゴリーの初期設定 

カテゴリーが増えてきて、よく使うカテゴリーがあったときに、 

よく使うカテゴリーを投稿時の初期設定に出来ます。 

カテゴリーは、個別記事の投稿時に設定できます。 

 

デフォルトの投稿フォーマット 

 

aside（アサイド） 

通常タイトルなしで表示。Facebook の Notes のようなもの。 

gallery（ギャラリー）  

画像ギャラリー。ギャラリーショートコードと添付画像を含む投稿など。 

image（画像）  

単独の画像。投稿本文内の最初の <img /> タグが画像と見なされる。もし投稿本文が URL 

のみの場合はそれが動画 URL となり、投稿タイトル (post_title) が画像の title 属性

となる。 

link（リンク）  

他サイトへのリンク。投稿本文内の一つ目の <a href=””> タグがその投稿の外部リンク

と見なされる。もし投稿本文が URL のみの場合はその URL が外部リンクとなり、投稿タ

イトル (post_title) が名前となる。 
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quote（引用）  

引用文。引用文と引用元のテキストエリアを設けるのが望ましい。引用文は 

<blockquote>$quote_wrapped_with_paragraphs<p><cite>$citation</cite></p></blockquo

te> として post_content に保存すること。 

status（ステータス）  

通常 140程度の短い近況アップデート。Twitter のツイートのようなもの。 

video（動画）  

単独の動画、または動画のプレイリスト。投稿本文内の最初の <video /> タグまたは 

object/embed が動画と見なされる。もし投稿本文が URL のみの場合は、それが動画 URL 

となる。 

audio（音声）  

音声ファイル、またはプレイリスト。ポッドキャストにも使える。 

chat（チャット）  

チャット履歴。例えば以下のようなもの。 

太郎: やあ！ 

花子: 元気？ 

一郎: おう！ 

 

以上は、「WordPress Codex 日本語版」から引用しています。 

 

すべてのユーザーのデフォルトエディター（プラグイン「Classic Editor」をインストー

ルした場合） 

WP5.0 以降では、新しい「記事投稿エディタ」である「Gutenberg」ブロックエディターに

変更になりました。しかし、旧エディターで慣れている方には、この新しい「Gutenberg」

ブロックエディターは使用方法が難しく感じます。 

 

そこで、旧エディターに戻すためのプラグイン「Classic Editor」があります。この

「Classic Editor」をインストールすると、「ダッシュボード→設定→投稿設定」でエディ

ターを「新エディター」か「旧エディター」にするか、お好きな方を選択することが出来

ます。 

 

ユーザーにエディターの切り替えを許可します（プラグイン「Classic Editor」をインス

トールした場合） 
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ここでのユーザーの意味は、「一般設定」で、「メンバーシップ」「新規ユーザーのデフォル

ト権限グループ」の設定で、あなた以外に、ブログを編集できる権限を与えている場合の

ユーザーのことを言います。（基本、購読者に設定しているので、ここは「いいえ」で良い

です） 

 

ブログのエディターを、新エディター、旧エディターの切り替えをブログ管理者（あな

た）以外の方も出来るようにするという意味です。アドセンスブログを個人で運営してい

る場合は、切り替えしない「いいえ」を選択します。 

 

ユーザーにエディターの切り替えを許可します。（プラグイン「Classic Editor」をインス

トールした場合） 

個人ブログの運営ならば、許可しない「いいえ」を選択します。 

 

メールでの投稿 

WP はメールからも記事を投稿できます。ここでメールの設定が出来ます。 

 

更新情報サービス 

PING 送信と呼ばれている、ブログ、サイトを公開した時に、通知する、サイトの更新情報

サービスの URL を入力します。各 URLに自動で通知されます。サイトの更新情報サービス

とは、様々なブログ、サイトの更新情報をまとめているサイトの事です。 

おすすめの更新情報サービス 

http://rpc.pingomatic.com/ 

http://ping.blo.gs/ 

http://rpc.pingomatic.com/ 

http://ping.freeblogranking.com/xmlrpc/ 

http://ping.bloggers.jp/rpc/ 

http://ping.fc2.com/ 

http://ping.bloggers.jp/rpc/ 

http://blog.with2.net/ping.php/  

http://ping.feedburner.com/ 

以上をコピペして、入力します。 
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「設定」→「表示設定」 

 

ホームページの表示 

ホームページ＝トップページを意味しています。 

 

ブログのトップページ（https:ドメイン.com/）に、「最新の投稿（最新の記事）」か「固定

ページ（好きなページ）」を表示するか選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドセンスブログなら、「最新の投稿」が表示されると良いと思います。 
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「固定ページ」を表示すると 
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ホームページ＝トップページを意味しています。 

固定ページを選択すると、今まで、表示されていた「最新の投稿」一覧が表示されなくな

ります。 

 

しかし、「トップページ」を「固定ページ」にして、さらに、「最新の投稿」一覧も別で表

示させたい。 

 

そんな時に使うのか「投稿ページ」です。 

 

「投稿ページ」に指定した「固定ページ」には、自動で「最新の投稿」（最新の記事の一

覧）が表示されます。 

 

そこで、「投稿ページ」を固定ページで作成して、グローバルメニューにリンクさせます。 

 

 

 

例として、 
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「投稿ページ」の固定ページを「ブログの記事の一覧」と記事タイトルを付けて、 

URL：https://keni.rukawii.com/blog 

として、グローバルメニューに「BLOG」という名前でリンクさせます。 

 

すると、トップページには、好きな固定ページが表示されて、 

グローバルメニューの「BLOG」をクリックすると、 

「最新の投稿」が表示されます。 

 

この時、 

「投稿ページ」の固定ページ「ブログの記事の一覧」に書いた記事は表示されません。 

この固定ページには、「最新の投稿」が自動で表示されます。 
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トップページに「最新の投稿」を表示した場合 

 

 

トップページに「固定ページ」を表示、「投稿ページ」を「固定ページ」で作った場合の 

「最新の投稿」一覧のページ↓ 
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２つのページは、URLが異なっていますが、同じ「最新の投稿」のページを表示していま

す。 

 

トップページに「最新の投稿」を表示した場合のトップページ URL 

URL:https://keni.rukawii.com/ 

 

トップページに「固定ページ」を表示、「投稿ページ」を「固定ページ」で作った場合の 

「最新の投稿」一覧が表示される URL 

URL:https://keni.rukawii.com/blog 

 

まとめると、 

トップページに「最新の投稿」一覧を表示したい場合は、「最新の投稿」を選択します。 

 

トップページに「固定ページ」を表示させたい時は、「固定ページ」を選択して、 

さらに、表示したい「固定ページ」を選択します。 

 

そしてさらに、トップページに「固定ページ」を表示させて、「最新の投稿」一覧もグロー

バルメニュー等にリンクさせて、表示させたい場合は、「投稿ページ」で「固定ページ」を

指定します。 

 

 

 

https://keni.rukawii.com/
https://keni.rukawii.com/blog
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1 ページに表示する最大投稿数 

トップページで「最新の投稿」を表示させるときに、何記事表示させるか選択できます。 

アドセンスブログならば、５～１０件がよいと思います。 

 

RSS/Atom フィードで表示する最新の投稿数  

RSS/Atom フィードでの各投稿の表示 

WordPress には、機能として「フィード」という機能があります。 

「フィード」は WPブログの記事、投稿日時、内容を自動で発信しています。 

 

ブログの読者の方は、最近では「Feedly」というフィードリーダーを使っています。 

フィードリーダーは、あなたのブログのフィード機能から、フィードリーダーを使って、 

ブログの情報を読み込みます。 

 

「RSS/Atom フィード」を取得しているあなたのブログの読者さんに、通知が配信される仕

組みになっています。 

 

「あなたの WP ブログのフィードの情報」を 
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「ブログ読者さんは、フィードリーダを使って、情報を読み込みます」 

「RSS/Atom フィード」は、 

「RSS、Atom、など、総称がフィード」という意味で、 

 

「RSS/Atom フィードで表示する最新の投稿数」とは、 

「あなたの WP ブログの情報をフィード機能を使って表示するときに、最新の記事は何記事

表示しますか？」 

 

「RSS/Atom フィードでの各投稿の表示」とは、 

「ブログ読者さんがフィードリーダーを使ってあなたのブログの情報を見るときに、 

各記事は、『全文を表示』か『抜粋のみを表示』どちらに設定しますか」 

 

ということです。 

 

設定は、デフォルトの設定のままで良いと思います。 

「RSS/Atom フィードで表示する最新の投稿数」１０記事 

「RSS/Atom フィードでの各投稿の表示」全文を表示 
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「Feedly」は使いやすく、無料で使えますので、試してみるのもいいと思います。 

https://feedly.com/i/welcome 

 

 

検索エンジンでの表示 

ここにチェックすると、ブログは、検索エンジンにインデックスされません。 

検索結果に出てこないようになります。 

 

例えば、ブログがまだ、未完成の場合で、中途半端な状態で、検索エンジンに、インデッ

クスされたくない場合に使います。 

 

アドセンスブログを運営していく中では、ブログが未完成、中途半端等、特別な理由が無

い限り、そこまで考えなくても良いと思います。 

 

ここにチェックして、忘れていて、そのままブログを運営し続けたら、誰からもアクセス

がこないことになります（涙） 

記事は個別で、「インデックス」「ノーインデックス」が選択できます。 

https://feedly.com/i/welcome
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「設定」→「ディスカッション設定」 

 

投稿のデフォルト設定→「この投稿に含まれるすべてのリンクへの通知を試みる」 

 

これは、あなたの WPブログに、他者の WPブログのリンクを貼り付けた時に、 

相手に「私の WPブログに、あなたの WPブログ記事をリンクしました」という 

通知（「ping back」）を送るか、送らないか。の設定が出来ます。 

 

「ping back」は WP同士の機能です。 

 

メリットとして「私の WP ブログに、あなたの WP ブログ記事をリンクしました」という通

知（「ping back」）を送られた相手は、「承認する」「ゴミ箱へ移動」などの選択が出来て、 

承認されると、「ブログ間同士の相互リンク」が形成されて、SEO的に有利になります。 

 

 

投稿のデフォルト設定→「新しい記事に対し他のブログからの通知 (ピンバック・トラッ

クバック) を受け付ける」 
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これは、先ほどの反対の場合で、あなたの WPブログ、記事を、他者が（他者の）WPブロ

グにリンクを貼り付けた時に、他者から「通知 (ピンバック・トラックバック)」を、あな

たが受けるか、受けないか。の設定が出来ます。 

 

あなたは、相手からの「通知 (ピンバック・トラックバック)」の通知を受けたら、 

承認する、ゴミ箱へ移動、などを選択できます。承認すれば、お互いに「相互リンク」が

形成されて、SEO 的に有利になります。 

 

「トラックバック」は「ping back」と異なり、リンクを張らなくても、一方的に、 

WP でない他者のブログ、サイトにも発信、送信することが出来ます。 

 

そうすると、メリットばかりに見えますが、全ての相手からの通知はメールとして受け取

るので、量が多くなると、面倒になってしまう場合があります。なので、最初は、チェッ

クして、やってみて、自分のブログ運営に合っているか、試してみると良いと思います。 

 

 

投稿のデフォルト設定→「新しい投稿へのコメントを許可する」 

この機能は、ブログの記事にコメントを許可するか、許可しないか選択できます。 

 

コメントのメリットは、例えば、訪問者さんと、コミュニケーションがとれる。記事に反

応があり、嬉しい。記事が解説系、問題解決系の場合、コメント欄をみて、同じ問題を抱

えた訪問者さんが、過去のコメント欄のやり取りをみて、解決していく。というメリット

があります。 

 

コメントのデメリットとしては、嫌なことを書いてくる方もおられます。 

アドセンス審査を受けるときには、ブログの全部を見られます。もしも、記事内のコメン

ト欄に、アドセンスの禁止ワード「死、殺す、モラルに反する表現」などが書かれていた

場合、アドセンス審査に不利になるのではないか、というのが私の考えです。 

なので、アドセンスブログを運営していく方は、アドセンス審査中は、コメントは停止し

て、合格したら、コメントを許可したらよいと思います。 
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他のコメント設定 

 

 

コメントの投稿者の名前とメールアドレスの入力を必須にする 
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ブログ訪問者の方が記事にコメントするときに、メールアレスと名前を必須にしてコメン

トの書き込みができる機能です。コメントは誰でも書き込めるのですが、中には、変なこ

とをコメントしてくる方、スパムと呼ばれるものを書き込んでくる方などがいますので、

それを予防することが出来ます。 

 

しかし、メールアドレスはコメント欄で非表示になるのですが、メールアドレスを入力し

て気軽にコメントする人は少ないかもしれません。ここの設定は個人の意見に分かれま

す。 

 

ユーザー登録してログインしたユーザーのみコメントをつけられるようにする 

「メンバーシップ」、「新規ユーザーのデフォルト権限グループで権限を与えられた方」 

のみがコメントできるようにする機能です。ブログ訪問者、全員がコメントできる対象者

としているのならばチェックしません。 

 

〇〇日以上前の投稿のコメントフォームを自動的に閉じる 

コメントは、いつでもコメントできるのですが、例えば、過去の記事に、スパムとしてコ

メントを書き込んでくる場合があります。そんな状態が続き負担になるようであれば、記

事を投稿してから○○日経ったら、コメントできなくできる機能です。 
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コメント投稿者が Cookie を保存できるようにする、「Cookie オプトイン用チェックボッ

クス」を表示します。 

この機能は、一度コメントした方が、次回からクッキーを使い、メールアドレス、名前を

省略できる機能です。 

 

 

コメントを〇階層までのスレッド (入れ子) 形式にする 

「１つのコメント」に対して「返信」で会話が続く時に、何段階目の会話（返信コメン

ト）までをスレッド形式にするのか設定できます。２階層から１０階層まで設定できま

す。 
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例として、３階層までのスレッド（入れ子）形式を作ってみました。 

 

「３階層」に設定した場合、３階層目には、「返信」が出てきません。 

「５階層」に設定した場合、５階層目には、「返信」が出てきません。 

 

これは、コメントが３件までしか出来ないのではなく、 

１つ目のコメントに対して、「返信」されたコメントが３階層まで続きますという意味で

す。１階層目のコメントは何件でも表示されます。 

 

 

上記の図の例でいくと、１階層目のコメントの返信、２階層目のコメントの返信は、出来

ますが、３階層目の返信は表示されないので、ここで、これ以上４～階層へは進みませ

ん。 

 

スレッド（入れ子）形式にすることによって、どのコメントに、誰が返信したコメントな

のかが視覚的にわかるので良いと思います。 

 

コメントが返信で長く続くようならば、「１０階層」で設定してよいと思います。 

まずは、５階層で様子をみてから増やす、減らすをしたら良いと思います。 
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1 ページあたり○○件のコメントを含む複数ページに分割し、（最後・最初）のページをデ

フォルトで表示する（古い・新しい）コメントを各ページのトップに表示する 

ここは、コメントの一覧を表示する設定が出来ます。 

初期設定の「５０件、最後、古い」この設定が直感的に見やすいと思います。 
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「５０件、最初、新しい」この設定は以下のようになります。 

 

個人の好みもありますので、どの設定でも良いと思います。 

 

難しければ、初期設定の「５０件、最後、古い」が良いと思います。 
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自分宛のメール通知 

コメント表示条件 

 

「自分宛のメール通知」→「コメントが投稿されたとき」   

コメントが投稿されると、WPに登録したメールアドレスに通知がきます。 

 

「自分宛のメール通知」→「コメントがモデレーションのために保留されたとき」 

「すでに承認されたコメントの投稿者のコメントを許可し、それ以外のコメントを承認待

ちにする」「コメントモデレーション」では、コメントに対して承認の条件を設定します。 

 

「コメントがモデレーションのために保留されたとき」は、「あなたがコメントに対して承

認する条件を満たしていないコメントが投稿されたので、表示を保留しています」という

意味のメールが来る機能です。リアルタイムで保留のコメントがあることが分かる機能で

す。 

 

ただ、たくさんのコメントが来る方、スパムコメントが多い方には、すぐにメールボック

スがいっぱいになってしまい、ストレスを感じてしまう機能かもしれません。 
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「コメント表示条件」→「コメントの手動承認を必須にする」   

コメントにはさまざまなコメントがあるので、すべてのコメントを無条件に受け入れるの

は今の時代にはストレスがあることかもしれません。この機能は、あなたがすべてのコメ

ントに対して手動で承認作業をすることを必須とする機能です。 

 

「コメント表示条件」→「すでに承認されたコメントの投稿者のコメントを許可し、それ

以外のコメントを承認待ちにする」 

この機能は、一度コメントを承認したブログ訪問者の方の再度のコメントは、常に承認し

て、一度もコメントを承認していないブログ訪問者の方のコメントは承認待ちにする機能

です。 

 

一度コメントを承認した方からの再度のコメントが毎回、良いものだとは限らないので、

毎回承認したほうが良いと思います。（訪問者の方にもよります） 

 

 

「コメントモデレーション」→「個以上のリンクを含んでいる場合は承認待ちにする (コ

メントスパムに共通する特徴のひとつに多数のハイパーリンクがあります) 。」 
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多くのコメントの中には、スパムコメントという問題のあるものがあります。 

理由は、一般のコメントに交じり、無差別で、有害な URLを含んだコメントを送り付けて

くる行為があります。スパムコメントを予防するには、コメントを止めるのがよいのです

が、それでは、ブログ読者の方と、あなたとの会話もできなくなってしまいます。 

 

スパムコメントには、有害なリンクされた URLを複数含んでいる特徴があります。 

 

そこで、「コメントモデレーション」では、「コメントに含まれているリンクされた URLの

数」を指定して「複数の URLがリンクしているスパムコメントと疑われるコメント」を承

認待ちにする機能です。 

 

コメントの内容、名前、URL、メールアドレス、IP アドレスに以下の単語のうちいずれか

でも含んでいる場合、そのコメントはモデレーション待ちになります。 

また、スパムメールを予防するために、白い空欄には、コメントに含まれている情報を指

定して、コメントを承認待ちに出来る機能があります。 

 

これは、「コメントの手動承認を必須にする 」にチェックしてしまえば、すべてのコメン

トを承認待ちに出来るのですが、一般のコメントは承認なしで表示して、有害なスパムコ

メントを個別に指定して、予防するのには、この機能を使います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



61 

 

「コメントブラックリスト」 

 

あらかじめ分かっているスパムコメントに対して、個別に指定して、予防する機能です。 

 

「アバター」→「アバターの表示」 「アバター」→「評価による制限」 
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「アバター」は、あなたのブログにコメントをした方のアバターを表示するか、表示しな

いかを選択できます。「表示する」を選べば、相手のアバターが表示されますが、「表示し

ない」を選ぶと、アバターは表示されずに、相手の名前だけ表示されます。 

 

「評価による制限」は、相手のアバターがどんな画像を使っているかで、表示する、表示

しない、を選択できます。基本は「G — あらゆる人に適切」のアバターを使っている方を

表示にすると良いでしょう。 

 

G — あらゆる人に適切 

PG — 不快感を与える恐れ — 13歳以上の人向き 

R — 18歳以上の成人向き 

X — 最高レベルの制限 

 

これは、どういう意味かというと、例えば、あなたが、「子供向けの WPブログ」を運営し

ていて、コメント欄に、 

PG — 不快感を与える恐れ — 13歳以上の人向き 

R — 18歳以上の成人向き 

X — 最高レベルの制限 

のアバターが表示されていたら、あまりよくはありません。 

 

なので、基本は、「G — あらゆる人に適切」にチェックがよいと思います。 
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「デフォルトアバター」 

 

相手の方が、アバターを設定していない時に、あなたのブログに表示させるアバターを選

択する機能です。「デフォルトのミステリーパーソン」で良いと思います。 

 

自分（あなた）のアバターを設定する場所は、「ユーザー」→「あなたのプロフィール」か

ら出来ます。 
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「設定」→「メディア設定」→「画像サイズ」 

 

サムネイルのサイズを設定できます。 

 

サムネイルを実寸法にトリミングする (通常は相対的な縮小によりサムネイルを作ります) 

とは、サムネイル画像の表示方法の設定が出来る機能です。 

 

「チェックを入れる」と、画像は、「縦 150×横 150」サイズの画像を表示します。 

しかし、画像の一部（大体真ん中くらい）を表示します。 

 

「チェックをいれない」と、画像は、「設定サイズの縦 150×横 150内にすべての画像を、

画像の元の縦横比を維持したまま縮小して表示」します。 

 

サムネイルを実寸法にトリミングする (通常は相対的な縮小によりサムネイルを作ります) 

は、実際に「チェックする」「チェックしない」で試してみると良いと思います。 
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縦長画像「チェックを入れる」と「チェックを入れない」時のサムエルの画像の表示 

 

 

横長画像「チェックを入れる」と「チェックをいれない」時のサムエルの画像の表示 
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ただ、この設定は、設定してからアップロードした画像に適応されて、以前の設定でアッ

プロードした画像には影響しません。 

 

「中サイズ、大サイズ」 

ここでは、アップロードした元画像に対して、「中サイズ、大サイズ」の指定が出来ます。 

WP のメディアを挿入する、ここで、表示されて選択することが出来ます。 

 

 

ただ、この画像のサイズの設定は、設定した縦と横の px通りにはならず、元の画像の縦横

比を維持したまま、縦と横に設定したどちらかの pxに合わせて縮小、拡大されます。 

 

実際に、数値を入力して試してみるとよくわかります。 

 

また、現在の WPテンプレートのほとんどは、画像をフルサイズで、投稿に挿入しても、ブ

ログのコンテンツ幅（横幅）に自動で合わせて表示してくれます。賢威も自動で調整して

フルサイズ画像も、コンテンツ幅に合わせて表示してくれます。 
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縦を「０」にすることで、横幅に合わせて、元の画像の縦横比を維持したまま縦幅が自動

で長さを変えてくれます。縦長の画像を多用する方にはおすすめです。 

 

「ファイルアップロード」 

画像を収納している「メディアのライブラリ」にアップロードした年、月、日を順番とし

て並び替える機能です。デフォルトの「アップロードしたファイルを年月ベースのフォル

ダに整理」にチェックするが一般的に使いやすいと思います。 
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「設定」→「パーマリンク設定」 

 

ブログの個別記事等の URL をどのように表示するか設定できます。カスタム構造で「カテ

ゴリー」「投稿記事タイトル」を表示させることも出来ます。しかし、日本語 URLは長くな

りすぎることがあるので、個人的には、記事タイトルが入らない、日本語の URLにならな

いシンプルをおすすめしています。 

 

ただ、一度決めたパーマリンク設定は、途中で変更してしまうと、良くないので（内部リ

ンク等も変更しなければならなくなる、個別記事の URLがすべて変更になってしまう）途

中では変更するのはおすすめしていません。 
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「パーマリンク設定」→「オプション」 

 

ブログのカテゴリーとタグの URLを変更できます。 

 

例えば、私のブログの場合ですが、 

（パーマリンクは「数字ベース」に設定しています） 

 

カテゴリーベースの空欄に「test」を入力すると、URLが、 

https://keni.rukawii.com/archives/category/・・・が、 

https://keni.rukawii.com/test/・・・に変更されます。 

 

タグベースの空欄に「test2」を入力すると、URL が、 

https://keni.rukawii.com/archives/tag/・・・が、 

https://keni.rukawii.com/test2/・・・に変更されます。 

 

ここは、特別な理由が無い限りデフォルトの設定で良いと思います。 
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「設定」→「プライバシー設定」 

 

あらかじめ WP に付属しているプライバシーポリシーページを使うこともできます。 

 

しかし、付属のプライバシーポリシーページを使用するよりは、固定ページで自分で作成

する「プライバシーポリシーページ」をおすすめしています。 
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「投稿」→「投稿一覧」 

 

投稿した記事の一覧が表示されます。固定ページは「固定ページ一覧」で表示されます。 

 

「投稿」→「新規追加」 
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記事の新規投稿が出来ます。 

「投稿」→「カテゴリー」 

 

 

「投稿」→「タグ」 
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「共通コンテンツ一覧」権威の機能 

 

共通コンテンツ＝「ショートコード」が作成できます。プラグインでショートコードを作

る方法が一般的ですが、賢威では、機能としてショートコードが簡単に作れます。 

また、作成したショートコードは、記事の新規追加、固定ページの新規追加、テキストで

ディタに追加して、いつでも呼び出すことが出来ます。 
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「ランディングページ一覧」権威の機能 
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ランディングページ一覧は、作成したランディングページの一覧が表示されます。 

この機能は賢威の機能です。ランディングページは、商品の販売ページや、告知ページ、 

情報商材のランディングページなどに使うことが出来ます。 
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「キャラ一覧、キャラ登録」賢威の機能 

 

 

キャラは、賢威の機能で、キャラクターを登録（作成）して、会話形式でテキストが表示

される機能です。 
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「メディア」→「メディアライブラリ」 
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メディアでは、画像のアップロード、メディアライブラリでは、「画像の一覧」が表示され

ます。ここで、画像に情報を設定できます。 

 

画像には、アップロードした時に、 

ファイル名 

ファイルタイプ 

更新日 

ファイルサイズ 

サイズ 

の情報が与えられます。 

 

そして、画像には、さらに情報を設定できます。 

URL は、WPメディアライブラリにアップロードされた場所を表しています。 

タイトルは、画像にタイトルを付けることができます。アップロードした時の「ファイル

名」が自動でタイトルになります。変更したい時には、ここで変更します。 

キャプションは、画像が記事に投稿され表示されるときに、画像と一緒にテキストが付属

して表示されます。 
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代替テキストは、画像が表示されなかった時に、テキストとして表示されます。また、検

索エンジンは、画像を認識できないので、HTMLで表される alt="代替テキストはここに入

る"を見て、画像を認識します。画像でも SEO的にアピールできます。 

説明は、記事には表示されませんが、ブログ管理者が、画像に対して、説明を書き込むこ

とが出来ます。これは、画像が多くなり、また画像を整理するときに使われるなど、使い

方はいろいろあります。 
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また、画像を記事に挿入するときには、表示を設定することができます。 

 

配置：「中央・左・右・なし（＝左）」に配置を設定できます。 

リンク先： 

・なし 

・メディアファイル 

・添付ファイルのページ 

・カスタム URL 

の４つから選択できます。 

・なし：画像を表示させるのみ。 

・メディアファイル：画像をクリックすると、画像のみが表示される。 

・添付ファイルのページ：記事の画像のみが表示されるページが表示される。 

・カスタム URL：画像にリンクさせたい URLを付けることが出来る。 

サイズは、サムネイル・中サイズ・大サイズ・フルサイズから選択できます。 

賢威テンプレートは、フルサイズで投稿しても、自動で画像は、コンテンツ幅に縮小され

ます。 
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「固定ページ」 

 

固定ページは、普通の記事とは異なり、例えば、グローバルメニューにリンクさせる、 

「お問い合わせ」「サイトマップ」「プライバシーポリシー」などを作ります。トップペー

ジにも使われます。 

 

「固定ページ」にも「タグ」があります。 

固定ページのタグは、普通の記事のタグは使わずに、「固定ページで使われるタグ」を作成

して使います。 
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「コメント」 

 

コメントの一覧が表示されます。承認待ちコメントの承認作業もここで行います。 
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「外観」→「テーマ」 

 

アップロードした WPのテンプレートのテーマの一覧が表示されます。 

ここで、テンプレートのテーマをアップロードもできます。 

 

「外観」→「カスタマイズ」 
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ブログを見ながら、各種の設定が出来ます。 

 

「外観」→「ウィジェット」 

 

ウィジェット＝サイドバーの設定が出来ます。 
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左側にあるウィジェットから好きなものを選らんで、ドラッグして右のエリアに追加しま

す。各ウィジェットの細かな設定もここから出来ます。 
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「外観」→「メニュー」 

 

グローバルメニュー・フッターメニューに表示させるメニューの設定を行います。 

 

グローバルメニュー・フッターメニュー 
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グローバルメニュー・フッターメニューの構造は、固定ページをリンクして作られいま

す。 

 

グローバルメニュー・フッターメニューは、固定ページの URL（固定ページには個別記事

と同じで URLがある）でリンクしています。また、リンク先を、他のブログ、サイトにリ

ンクすることもできます。一般的にグローバルメニューの「ホーム」はブログのトップペ

ージにリンクされています。 
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「外観」→「テーマの編集、テーマエディター」 

 

テーマの編集、テーマエディターでは、直接テンプレートの HTML、CSSを編集することが

出来ます。編集するときは、一度、元のソース（データ）をメモ帳等に張り付けて（バッ

クアップを取っておく）おいて、もしも、編集でバグ、画面が表示されなくなる恐れもあ

るので、バックアップを取ってから、編集すると安全です。 
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「プラグイン」 

 

インストール済みのプラグインの一覧が表示されます。 

プラグインのアップロードが出来ます。プラグインの有効化・設定・停止・削除ができま

す。 
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「プラグイン」→「プラグイン編集」 

 

プラグインの編集ができます。設定ではなくプラグインの機能を直接編集できます。 

 

 

「ユーザー」 

 

ブログのユーザーの新規追加が出来ます。ユーザーの権限の変更もここでできます。 
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「ユーザー」→「あなたのプロフィール」 

 

「ビジュアルエディター」→ビジュアルリッチエディターを使用しないとは、記事の投稿

するときのテキストエディタで、「ビジュアル」か「テキスト」が選べますが、ここで、

「ビジュアルリッチテキストエディターを使用しない」にチェックすると、表示されなく

なります。 
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「シンタックスハイライト」→「コード編集中のシンタックスハイライトを無効化」 

 

テーマの編集画面で、シンタックスハイライトの有効・無効が選択できます。 

 

管理画面の配色 

ここは、管理画面（ダッシュボード）の背景画面の色が変わります。 

 

「キーボードショートカット」→「コメントモデレーション用のキーボードショートカッ

トを有効にする」 

ここでは、コメント一覧画面での操作（承認・ゴミ箱行きなど）を一括して行えるショー

トカットを有効・無効にできます。コメントが少ない時は良いのですが、コメントが増え

てくると、一括して操作すると手間が省けます。詳しくは、こちらから 

キーボードショートカット 

https://wpdocs.osdn.jp/Keyboard_Shortcuts 
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「ツールバー」→「サイトを見るときにツールバーを表示する」 

 

サイトを表示した時に、ダッシュボードのツールバーを表示するか、表示しないか選択で

きます。個人的には、すぐにダッシュボードに行けるので、「表示する」がおすすめです。 

 

言語 

WP の言語を選択します。サイトデフォルトで良いです。 
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「名前」→「ユーザー名」 

WP インストール時に登録したユーザー名は変更できません。 

 

名前、姓 

好きな名前、姓を入力できます。ニックネーム可能です。 

 

ニックネーム 

ここはユーザー名で良いですし、違う名前でも良いです。 

 

ブログ上の表示名 

ブログで表示する名前を「ユーザー名」、「名前・姓」、「ニックネーム」から選ぶことが出

来ます。 

 

連絡先情報 

メールアドレスの変更が出来ます。 

 

サイト 
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あなたの運営している見せたいサイトがあれば、入力します。 

 

「あなたについて」→「プロフィール情報」 

表示させるには、テンプレートの編集が必要です。 

 

プロフィール写真 

あなたのプロフィール写真が作れます。ここは、あなたのアバター画像になります。 

「Gavatar」にアクセスして新規登録をしてプロフィール画像＝アバター画像を作りましょ

う。 

 

「アカウント管理」→「新しいパスワード」 

WP にログインする時のパスワードの変更が出来ます。 

 

セッション 

セッション機能は、ログインしたすべてのパソコン、スマホ、その他の媒体で、今あなた

が使っている媒体を除く、その他すべてをログアウトする機能です。 

 

公共の媒体を使った時には、セッション機能を使うのがおすすめです。 
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「ツール」→「利用可能なツール」 

 

「ツール」→「インポート」「エクスポート」「個人データのエクスポート」「個人データの

消去」 

 

 

「インポート」 

外部からのデータを WPに入れ込む（取り込む）ことが出来ます。 

 

「エクスポート」 

WP のデータを取り出すことが出来ます。 

 

「個人データのエクスポート」 

WP ブログに訪れたユーザーのデータをエクスポート、取り出すことが出来ます。 

 

「個人データの消去」 

WP ブログに訪れたユーザーのデータを消去できます。 
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以上が、ワードプレスの各種設定の説明になります。 

 

賢威７でブログの土台を作る時に、各設定の意味が分からない時に参考にしてください。 

 

 

 

ベルメンエア 

アドセンスリアライズ 

https://muninget.com/ 

https://muninget.com/

